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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：矯正・小児系歯学 
キーワード：(1) 8020 (2) GERD (3)ブラキシズム (4)クリアランス (5)酸  
 
１．研究計画の概要 

本研究では、一般集団や 8020 達成者、骨

格性下顎前突患者らを被験者として用いて、

「良好な咬合は、睡眠時に唾液の流出率など

を増加させて口腔咽頭食道内の酸のクリア

ランスを高めることにより、酸関連上部消化

器疾患の発症を抑制する」という新たな仮説

を検証することを目的とした。 

 
２．研究の進捗状況 

まず、小学生と中学生に対する疫学調査を

行った。その結果、小学生の 156 名を対象と

した睡眠障害に関するアンケート調査では、

睡眠障害が疑われる小児は対象の約 30%で、

PDSS 値が高く、OSAS の可能性が示唆された。

また、睡眠障害があるものでは、歯ぎしり・

くいしばりの自覚、口腔周囲筋の疲労などの

症状が多く、ブラキシズムが示唆された。ま

た、GERD が疑われる消化器症状も認められ

た。これらの知見は中学生にも同様の傾向が

認められた。 

次に、外科的矯正治療適応患者のうち、骨

格性下顎前突を呈する 20 名の患者を対象に、

GERD 症状や咬合力、咬合接触面積と安静時

の唾液流出率を計測して、正常咬合者との比

較を行ったところ、骨格性下顎前突症患者は

GERD 症状が有意に多く、咬合力は有意に弱

く、咬合接触面積は有意に狭かった。このこ

とから、骨格性下顎前突患者では咬合機能が

低下しており、上部消化器症状が多いことが

示唆された。最後に、健康な成人男性 12 名

を対象に睡眠時において、食道内に人為的に

化学的刺激（酸性刺激）を加える介入試験を

行ったところ、食道内への化学的刺激（酸刺

激）がブラキシズムを引き起こすことが示さ

れた。また、20 分以内に唾液の嚥下等が生じ

て、食道内の酸が有意にクリアランスされた。 

以上から、良好な咬合は、睡眠時に唾液の

流出率などを増加させて口腔咽頭食道内の

酸のクリアランスを促進することにより、酸

関連上部消化器疾患の発症を抑制するだけ

でなく、食道内に対する化学的刺激を遮断す

ることで、ブラキシズムの根本療法が可能と

なる可能性が示唆された。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

理由：歯科医学のトップジャーナルに論文が

掲載されてきているため。 
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４．今後の研究の推進方策 

睡眠時に加えて、覚醒時の検討や、研究対象

者を小児にも広げる研究を本年度行う予定

である。 
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